
独立柱タイル張における魅力的品質の追求



工事概要 「箱崎キャンパスから伊都キャンパスへ移転工事」

工 事 名 称 ：九州大学(伊都)総合教育研究棟新営その他工事

発 注 者 ：国立大学法人 九州大学 総長 久保千春

設 計 者 ：株式会社石本建築事務所(南棟) 株式会社梓設計(北棟)

監 理 ：国立大学法人 九州大学 施設部整備計画課

工 期 ：2015年11月20日～2018年 2月28日

施 工 ：前田・池田特定建設工事共同企業体

■タイル工事概要

施 工 会 社 ：株式会社 瀬口タイル

タイル工期 ：2017年 1月16日～2017年 9月30日(2ヶ月)

工 事 内 容 ：2丁掛 せっ器質タイル 470㎡ (1階独立柱)

：75角 磁器質タイル 8,260㎡ (2階から上階)

前田・池田JV工区(人文棟)

戸田工区(図書館棟)
創業
理念

「信頼される工事」をモットーに、優秀な技術者の
育成と優れた施工技術の向上を目指します



テーマ選定の理由

■我々が目指す魅力的品質とは

最上級で人が欲しがる品質を備え、生産性や安全性にも優れ、一目

   見ただけで自社の仕事だと分かるような 仕事のやり方 (安く・早く

  ・安全に)とその出来栄え(よいもの・・高品質)の事を言う

R役物タイルに対する発注者、設計者の思い

や歴史継承の意味を理解し、多くの人に感動

を与えるような『魅力的品質』を目指したい

旧九州帝国大学法学部本館（箱崎）

外観コンセプト（歴史の継承）

箱崎を代表する九州帝国大学本館など
の倉田謙による建築はR（アール）が
とられた角が連続することが特徴です。

それは、他の旧七帝大を代表する建築
が角を強調するデザインであることと
比較して特徴的です。

本計画でもこのデザインを柱の角にR
（アール）をとることで継承します。

柱の角が
R（アール）

R役物タイル

柱の角が
R（アール）



■タイル設計仕様

仕 様 ：せっ器質 無釉 粗面 特注 密着張

形 状 ：227×60 厚み18

R 役 物 ：（186+68.5）×60 R=50加工

現状の把握1

タイル下地

R役物タイル

■R役物タイル詳細図（仕様書） ■模型製作1（発砲スチロール） ■模型製作2（木）

角がばらばら

糸に合わせて
タイルを張る

■出隅が直角の場合→出隅の角を通すことはタイル張りの基本

どこを基準にして
張ればいいのか？

実物模型を製作し、施工イメージを創り、R役物タイルの特性を掴む

下地側の条件を掴む
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現状の把握2 ■コストと工法を再確認する

■密着張り施工手順

タイル割付

糸に合わせて
タイルを張る

コンクリート釘を
躯体に打ち込む

ヴィブラート
（振動工具）
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タイル代 副資材 墨出し

カット加工 タイル張付 目地詰め

120円/枚×65枚/㎡

1,200円/枚×15枚/㎡
■通常の4倍かかる

13,800円/㎡

19,750円/ｍタイル代
が大問題



目標の設定

独立柱タイル張において、魅力的品質を造り込むために大きなネック
となる「コスト低減」を軸として、品質と生産性の向上を目指す

1 よいもの（感動ある高品質） 2 安く・早く・安全に

◼ 工事自己評価点：8点以上（10点満点） ◼ 計画コスト：20％低減
◼ 計画工期短縮：40日から20日
◼ 無事故無災害

名称 仕様 単位 数量
単価
(円)

合計(円)

柱型
平タイル張

厚18 227×60 粗面
無釉 特注色 密着張

㎡ 345.0 13,800 4,761,000

同上
役物タイル張

壁出隅 標準曲 R50加工
(190+72.5)×50

ｍ 519.0 19,750 10,250,250

タイル工事 合計 15,011,250

■コスト低減の具体的な目標値 （コスト内訳）

（計画段階）

平13,800円/㎡

役物19,750円/m

合計1,500万

20%減

（目標金額）

平11,100円/㎡

役物15,80円/m

合計1,200万



対策の検討と実施1 ■タイル代を安くする
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■タイル製作工程
1 工場（窯元）に行き、専門的な意見を聞く

特殊煉瓦(レンガ)製造工場：株式会社カメレン(愛知県半田市亀崎北浦町1-61)

原料を減らす工
夫をすれば安く
なりますよ

2 タイルの厚みを薄くする（18mm→15mm）

3 R役物タイルの形状を小さくする

現形状
(190+72.5)×50

形状変更
より小さな寸法へ

破棄量を
減らす

【条件1】

R加工の精度確保の為、厚みは15mmまでとする

【条件2】

長辺は160～190mm、短辺は50～70mmの長さ
とする



改善後

950×950
750×750
700×700

27本 5本

0％

対策の検討と実施2 ■タイル割を工夫（柱形状・平カット・R役物形状の検討）する

改善前

形状 950×950
750×750
【仕様書】

700×700

本数 27本 3本 2本

割付

平
ｶｯﾄ 42％ 0％ 60％

R役物

4

柱を2形状に
まとめる

5

平カットを
なくす

6

タイル厚を
薄くする
R形状を
小さくする

タイル厚18mm タイル厚15mm

原料
24％減

平カット費用
ロス削減
タイル本来の納まり
（切り口面なし）



対策の検討と実施3-1 ■出隅R部タイル下地を工夫する

工法 品質 コスト 現実性 点数 実施

①
躯体工事でR部分を
一発で作る △ 〇 × ３ ー

②
R役物タイルを躯体に
合わせた形状にする △ × × １ ー

③

左官工事でアンカー
ピン併用樹脂モルタ
ルで下地を作る

△ × △ ２ ー

④

タイル工事で下地調
整弾性接着剤で下地
を作る

〇 △ 〇 ５ 実施

7 出隅の角を通す

→下地精度が極めて重要

→1mにつき±2mm以下厳守

評価基準：◎ 3点 〇 2点 △ 1点 × 0点

躯体の模型を作り検討

斫り・塗りが発生する

厚みが違う為、製造不可能

かえって手間取る



検討図面 R面木 躯体模型 模型検証

⑤

対策の検討と実施3-2 ■検証試験を実施し、検討、更なる改善を行う
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■タイル下地施工手順
検証試験の実施

8 R面木を使って、控え厚（1～3mm）の塗厚にする

控え厚確認

上塗り

手作り型取り
器具の活用

下地精度
基準内

2016年9月16日実施 問題点 原因→塗厚差

実施
状況

①2度塗りになり、
手間がかかる

②硬化に時間が
かかる

    (2日+5日=7日)

接着剤は1度で5mmまで

端部は薄く、中央
（10mm弱）は厚い

躯体（型枠）工事さんのアイデアと協力の賜物



対策の検討と実施4 ■施工法の変更

対策案 品質 ｺｽﾄ 意匠 点数 実施

①
空目地
（縦・横10ｍｍ） 〇 〇 △ ４ 実施

②
空目地
（縦10ｍｍ・横10mm） 〇 △ 〇 ４ 実施

③
目地詰め
（縦・横10mm） △ × △ ２ 実施

9 密着（モルタル）張から弾性接着剤張へ変更

10 目地仕上のプレゼンを実施する
評価基準：〇 2点 △ 1点 × 0点

最終プレゼン 2016年10月7日

空目地
（縦・横10mm）

空目地
（縦10mm・横5mm）

目地詰め
（縦・横10mm）

タイル面が汚れる

目地仕上決定

■意匠面→空（深）目地により、重厚感を出す

■品質面→剥落+白華（エフロ）防止になる

施工法の選定 ■熊本地震における被害状況

密着張
→ひび割れ・剥落

弾性接着剤張
→無被害

図書館棟の工法

弾性接着剤張



対策の検討と実施5 ■施工の工夫

11 クリップ式糸張り器具のの考案
①
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■密着張り施工手順

下地精度確認

墨出しは
レベルのみ

充填率確保

角を通す

横目地を通す

自社基準：90％以上

自社基準：80％以上

コンクリート釘はNG

■空目地仕上げの為、コンクリート釘はNG

■糸出し作業の見直し

12 役割分担を決め、生産性を上げる

■墨出し・検査（坂口）■下地処理（大高）

■接着剤塗布（阿多）■タイル張（平原）

糸に合わせて、タイルを通す



効果の確認1

■一緒に活動を支えてくれた方々の感想

苦労したけど、最高
の出来栄えです：

10点(作業員)

ものづくりの深さ
を実感しました：

10点(作業所)

一致団結して最高
品を作れました：

10点(作業所)

ここまで検討すると
は素晴らしい：

10点(躯体工事会社)

最後の1枚を張っ
て感動です：
10点(発注者)

1 よいもの（感動ある高品質）

◼ 工事自己評価点：10点（10点満点）

2 安く・早く・安全に

◼ 計画コストの20％低減→21.3％低減

◼ 計画工期短縮
40日から20日目標→16日（64人工/4人）

◼ 無事故無災害→達成

充填率検査 引張検査

全数（6か所）合格

午前2回、午後2回実施
全数（64カ所）合格
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効果の確認2 ■コスト比較
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13,800円/㎡

19,750円/ｍ

目地なし

墨出しな
し

11,100円/㎡

120円/枚
×65枚/㎡

カットなし

墨・糸出し
省力化

目地なし

90円/枚
×70枚/㎡

弾性接着剤
は高い

横目地
5mmの為

19.6%減

15,350円/ｍ

22.3%減

1､200円/枚
×15枚/ｍ

900円/枚
×15.5枚/ｍ

横目地
5mmの為

目地なし

合計1,500万 21.3%減 合計1,200万



標準化と今後の課題

■クリップ式糸張り器具、下地型取り器具、目地棒他

生産性向上の一番の近道は、施工の
効率化であることを認識し、創意工夫
（器具含め施工検討）する

活動を通して蓄積した力（QC的思
考）で、日頃の問題解決や技術力向上
に役立てたいと思います

■Rが連続する柱の完成→歴史の継承
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